
　ちひろ美術館開館30周年パーティーが、9月8日、東京會舘で開催され、

絵を寄贈してくださった方、収蔵画家やご遺族の方、大使館の方など、

美術館と関わりが深い方々200名が出席されました。

　オープニングは、この30年間をまとめたＤＶＤのスクリーン映像から。

開館当時の映像も流れ「懐かしい！」といった感想も聞こえてきました。

　司会はちひろ美術館も取り上げられたＮＨＫの番組「迷宮美術館」に

ご出演されているアナウンサーの住吉美紀さん。パーティーの中では、

歌手・さだまさしさんによる映像メッセージや、ちひろ作品の映像とバ

イオリンコンサートを開催しているバイオリニストの吉田恭子さんのコ

ンサート映像なども紹介されました。

　各界の方々が語ってくださった、ちひろやちひろ美術館の思い出の数々、

またこれからの美術館の展望などを紹介します。

■主催者挨拶

○30周年を迎えて（(財)いわさきちひろ記念事業団理事長　山田洋次）

　ちひろ美術館が遂に30周年を迎えるこ

とになった今日は、美術館運営につなが

るぼくたちにとって大変うれしい日です。

ささやかな個人美術館としてスタートし

たのが、短い期間に急成長をとげてちひ

ろブームを起こすまでになったのは、美

術館に携わる人たちの熱心な働きももち

ろんですが、初代館長の飯沢匡さんの極

めて的確な助言と指導によるところが大

きかったのを忘れてはいけないと思います。美術館とは何か、美術館

はどうあるべきか、子どもの文化とは何か、そういうことをまだ若か

った猛さん、由理子さんは手取り足取り教えられたとおっしゃってい

ます。その力があってこそ、この美術館は成長をとげることができた

のです。

　ローカルでささやかなぼくたちの美術館は、今や世界的なレベルに

達しています。ちひろの絵に加えて新たなコンセプトが加わりました。

世界の絵本作家の作品をいつでも見られるようにする。絵本の歴史に

ついての資料を集める。この新たなコンセプトに基づいて、今から10

年前に長野県の松川村の大変なご好意もあって、内藤廣さんの設計に

よる安曇野館ができ、美術館がさらに大きく成長したわけです。美術

館は冬の時代を迎えたと言われてから、かなり長い年月がたっていま

す。そういう中にあっても大勢のちひろのファンに支えられて、美術

館活動、研究活動をますます積極的に行なっていきたい。ちひろ美術

館ががんばることは、日本にたくさんある多くの美術館の励みになる

と思います。次なるすばらしい10年をぼくたちが迎えることができる

ように、スタッフは新しい世代に交代していかないといけないと思う。

色々な問題を抱えながらも、次の豊かな10年をぼくはこころから期待

したい。そのためにも今日ここにお集まりのみなさんのお力添え、援

助がとても必要です。どうぞみなさん、これからもちひろ美術館をよ

ろしくお願いします。今日は本当にありがとうございました。

○子どもの平和を祈って　（ちひろ美術館・東京館長　黒柳徹子）

　映像を拝見しながら色々なことを思い出しておりました。初代館長

の飯沢先生が17年間館長をなさって、お亡くなりになって13年。その後、

私が引き継ぐ形で館長にさせていただいて30年です。本当にたくさん

の方々にお世話になりました。お世話になった一人ひとりの方にお礼

を申し上げたい気持ちでいっぱいです。

　実は私はちひろさんにお会いしていないんです。ずっとファンでし

たし、何か自分が書くとき、ちひろさんが描いて下さったらどんなに

いいだろうと思っていました。ですから、新聞でちひろさんが亡くな

ったという記事を読んだとき、涙が新聞の上に、こぼれました。子ど

もの味方がいなくなってしまったような気持ちでした。すぐご遺族の

方にお花と私の気持ちをお手紙に書いてお届けしました。それからち

ひろさんのお宅にも伺うようになりました。そのうちに『窓ぎわのト

ットちゃん』の連載がはじまり、猛さんが選んで下さる、というので、

■来賓挨拶

○絵本画家を応援する美術館　（絵本画家　西巻茅子）

　私が若い頃、日本ではまだ、絵本というジャンルが今のようには社

会で認知されていず、絵を理解してくれる大人も少なかった気がします。

児童文学の添え物のように絵は扱われているんだな、と悔しい思いを

していた時期に、ちひろ美術館ができたと

いうことを聞きました。それから10年くら

いたって、初めて拝見したのですが、ちひ

ろさんの生涯を垣間見ることができて、い

い美術館だなあという感想を持ちました。

ちょっとうらやましいなという気持ちもあ

って、猛さんに、「いつまでもお母さんの

ことばかりやっていないで、もっとたくさ

んの絵描きのために美術館を活用してちょ

うだい」と申し上げた記憶があります。

　そのうちに安曇野にも美術館ができ、ちひろさんの絵の力が大きい

んだなと思いますが、ちひろ美術館という形で社会にアピールしてい

く力も大きくなって、社会の中で子どもたちの文化ということで、絵

本というジャンルが認知されてきたと思うんです。それは、ちひろ美

術館が絵本を作る人たちの絵を美術として認めて、世界中から絵本の

原画を集めて、美術館としてお作りになっていったという、その後の

その挿絵に、ちひろさんの絵を使わせてい

ただくということになり、毎月伺うように

なりました。

　私はユニセフ親善大使をしているので、

世界の子どもたちのところに行っておりま

す。色々な国に参ります。私たちは綺麗な、

衛生的な暮らしをしていますけれど、90％

近くの発展途上国の子どもたちは川の水を

飲んだり、栄養失調とか、病気に苦しみ、内戦にまきこまれて、親が

目の前で殺されるというような中で一生懸命暮らしています。エイズ

も蔓延していますし、民族同士の争いや貧困の中で生きる子どもにも

たくさん会っています。そういう子どもたちに会うたびに、ちひろさ

んの絵を見せてあげたいなと思います。そして、少なくとも日本の子

どもたちが世界の子ども達のことを考えてくれる源になるには、みず

みずしい子どもの心に、ちひろさんのような美しい、本当にあたたかい、

かわいらしい絵を見てもらうことが大切なんだと信じています。

　世界の子どもたちは、どんなひどい状況の中でも、みんな前向きに

元気に生きていこうとしています。日本では、悲しいことに自殺する

子どもがいたりしますが、いつも聞くんです、難民キャンプへいった

ときに、「自殺をした子はいませんか？」って。今まで一度も聞いた

ことがないです。どんなことがあっても生きていこうというのが、子

どもが生まれつき神様から与えられた力だと思っています。世界中の

子どもたちが平和で、自由に楽しく勉強して、健康で希望を持って生

きていければいい、と願っているということを付け加えておきます。

今日はありがとうございました。


